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バイエルン州立図書館 「江戸時代名所図展覧会」

教養部助教授 高 坂 更 朗

次に引用するのは ドイツで有名な中央紙、

r南 ドイツ新聞』の1臼95年10月11日 の文化面

の記事である。

「百姓、将軍、侍 日本の江戸時代

ある時代のルポルタージュとしての図会

日本の木版画芸術の高名さは、ここでも北

斎や広重のいくつかの作品にようて、輝 きを

もっている。 しか し、バイエ.ルン州立図書館

の この展覧芸には果アシアの取固仮偏のもつ

と違 った重要な点を示 している中ここでは巨

匠の風景詩が優位を占めているのではな く、

『日本の 日常生活 一一一江戸時代の名所図』と

いうタイ トルの もとに、その土地や人々を描

写 した、白黒で印刷 された平凡な刷 り絵が並

んでいる。それは1503年 か ら1a68年 とい う時

代、 日出る国の、外界か ら閉ざされ、独自に

発展 した一時代の、イラス トによるルポル

タージュといってよいであろう。

Mgi曲o一 川gと はr名 所(ド イツ語では見

るに値す る所)』 の図会 を意味す る。 この

1見るに値す る」という標語は風景を意味す

ると同時に、風俗や習慣、農民の生活や、手

工業の技術、宗教や祭りといったものを含ん

でいるのである。そ してr名 所図会』はこの

時代一連の ものが多数刊行され、郷土を案内

する、いわば百科事典の趣を呈 している。 こ

こに並べ られた原本には、版画から刷り出さ

れた柔 らかな刷毛筋さえとどめ られている。

もちろん、このような社会や文化の也活の

今に残 る姿 と並んで、神としての天皇や、そ

の住居 ・内裏が頂点にしっ らえ られ、さらに

実質的な統治者であうた将軍の記述が、 さら

に公家、あるいは侍という順でそれに続 く。

侍の項 目には馬場の訓練、切腹の残酷な情景

が描かれる。 ミュンヘン民族学博物館か らは

大名の鎧兜 と大小の刀が出展されている。 こ

ういった戦闘的なシーンの傍 らに、仏教の僧

侶、聖なる神社など、宗教的生活の側面の華

やいだ姿を人は見出だすだろう。

百姓や漁師の労働、海水か ら塩を取 る技

術、佐渡の採鉱 、鉄砲鍛治 などの絵か らは

生産者の世界 を伺い知 ることがで きる。宮



参 り、端 午 の節 句、元 服、婚 礼、 尚歯会

(老人会)に 至 るまでの通過儀礼が生 き生

きと営 まれている。あるいは逆 に、貧 しい

暮 らしの息子が泣 く泣 く老母を背負 って山

頂に上 る 「姥捨山」の残酷な姿が描 きださ

れている。

図会の多 くの部分 はバイエル ン州立図書

館所蔵品だが、東大阪の近畿大学の秘蔵 コ

レクシ ョンか らも出展 されている。そ して

その近畿大学 と ミュンヘ ン大学(Ludwing-

Maximilians-UniversitatM茸nchen)の

東洋文化研究所とは 「江戸時代の都市の情報

システムと生活文化」という ドイツ人と日本

人 との合同シンポジウムで、これ らのテーマ

を包括する研究を企画 している。

この展覧会は11月16日 まで、 日曜祭日を除

く9時 から16時30分 、麗装版の力タログは39

マル クである。」

*

平成7年10月9日 午後6時 、近畿大学、

ミュ ンヘ ン大学、バ イエル ン州立図書館、

ミュンヘ ン民族学博物館の4者 が共催 し、

ミュンヘ ン日本総領事が後援す る 「江戸時代

大名所図展覧会」の開催式が ミュンヘ ン大学

の大講堂で行われた。式典にはバイエル ン州

の文部大臣をは じめとするミュンヘン市在住

の学者、文化人が招待 され、400人 を越える

人々がっめかけていた。

会は ミュンヘ ン大学学長ア ンドレアス ・ヘ

ル トリック教授の厳かな中に、軽妙なジョー

クを加えた挨拶で始 まり、「近畿大学 と ミュ

ンヘ ン大学 との共同事業が、国際的な共同事

業 の良 き模範 とな っていることを喜 んで い

る」と結んだ。後援者である ミュンヘ ンの日

本総領事田辺隆一氏の挨拶に続いて、本学の

理事松岡祥浩理工学部教授より以下の内容の

挨拶があった。rわ が国の江戸時代の名所図

展覧会が ミュンヘ ン大学、近畿大学など4者

の共同企画によって実現するに至 り、またこ

れに関連するシンポジウムが、 ドイツ語圏 日

本学会の特別企画 として開催 され る運 びと

なったことは誠に喜ば しい限りであります。

この企画を契機 として、学術研究のレベルの

高いミュンヘ ン大学 と近畿大学 とが姉妹校と

して学術提携文書の調印を行 うことになりま

した。関係者各位 に深謝申 し上 げます。ま

た、 これ らの企画が、今後国際的な学術交

流 の基盤 となり、 日本文化の理解 に大 いに

貢献することを切に希望 します。」

ミュンヘ ン民族学博物館館長ヴァルター ・

ラウニ ッツ博士の挨拶の後、今回のすべての

企画の中心であるミュンヘン大学東洋文化研

究所所長ヨハネス ・ラウベ教授が壇上に立っ

た。彼 はカタログを指 し示 し、「この表紙絵は

佐渡の金山の入 り口です。 この中には宝の山

が隠されています」と述べると場内か ら微笑

みが漏れ、さらに 「それをたつたの39マ ルク

でお分け します」 と言 うと大爆笑に陥 った。

彼は江戸時代 の 「名所図会』による日本の

日常生活を ドイツで紹介す る意味、さ らに

は 日本(近 畿大学)と3年 間の共 同研究 ・
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共同作業を通 して行われる意義を熱っぽ く論

じた。

バイエル ン州立図書館東洋資料室主任アル

フォンス ・デュファイ博士がスライ ドを使っ

て展示内容を紹介 し、同館長ヘルマン ・レス

キーン博士が 「展覧会 「日本の日常生活一江

戸時代名所図』のアイデアは近畿大学の今田

洋三教授、高坂史朗助教授、そ して ミュンヘ

ン大学 ヨハネス ・ラウベ教授によって取 り上

げ られたもので、当初、 ミュンヘ ン大学内で

行 う予定であったのが、大学の建造物ではこ

れだけの催 し物をす ることができず、私ども

バイエル ン州立図書館が展覧会の催 しを快 く

承 った次第です。……展覧会が多国間協力の

良 き模範であるばか りでな く、 日本の歴史の

より深い認識に貢献す ることを

願 ってやみません」 と締め括っ

た。

ミュンヘ ン大学の大講堂での

式典の後、会場を展覧会が催さ

れている州立図書館に移 し、展

覧会会場の隣室でレセプション

を行 った。因みに、そのレセプ

ションの時に、 ミュンヘ ン大学

と近畿大学との姉妹大学の提携

文書の調印が行われた。

*

展示品はおよそ百点で、鎧兜、着物、ある

いは浮世絵の美人画のような耳 目を引き付け

るような ものもあるが、その多 くは江戸時代

に刊行 されたr名 所図会』で、その古書本の

ある頁を広げているといった一見地味な展示

である。「名所図会」とは日本各地の 「名所」

の詳細な図を集めて、説明を添えた出版物の

総称であるが、1780年 に出版 されて大ベス ト

セラーとなったr都 名所図会』以来、幕末ま

でおよそ30点 のそのシリーズは、当時の文化

を知る上で格好の資料 とな っているものであ

る。それは日本の地誌 ・歴史 ・民俗 ・物産 ・

技術を網羅 した、まさに日本の 「百科全書」

でもあ った。



私たち日本人が、 ドイツの16世 紀に書かれ

たオイレンシュピーゲルの絵を初めて見 ると

き、私たちが もっている知識、日本の同時代

の姿、今の ドイツ人の生活などか ら、可能な

限り類推 して、絵が描かれた世紀の ドイツの

世界へ、心を投 じさせる。それと同様に ドイ

ツの人々が、日本で出版された本の中の一枚

の挿絵を見っめなが ら、地球の裏側の200年

も前の世界に思いを馳せるのである。 ドイツ

人が展示ケースの中か ら見出だすものは、自分

たちと異なる世界なのだろうか、あるいは異な

る中に普遍的な何かを見っけるのだろうか。

近畿大学か らは 「伊勢物語』r都名所図会』

r拾遺都名所図会』r都 林泉名所図会』『大和

名所 図会』r和 泉名所図会』r河内名所図会』

r摂津名所図会』r紀 伊国名所図会』r伊 勢参

宮名所図会』r金 毘羅参詣名所図会』r江 戸名

所図会』r東 都歳事記』r東 海道名所図会』

「北越雪譜』r淡 路 国名所図会』r厳 島図会』

r尾張名所図会』など37点 を出展 した。




